


























あたっては、金坂清則訳の完訳版 1 〜 4 巻を用い、引用部分の巻数、ペー
ジは「完 3 − 21」のように記した。原著は 1880 年ジョン・マレー社版の






リ シ ア 正 教 会［ ハ リ ス ト ス 正 教 会 ］、 ロ ー マ・ カ ト リ ッ ク 教 会、
一
函館とイザベラ・バード（4） 



















（完 3 − 25 ［　］内は訳者による補記。注番号は除く。以下同様） 
とある。以下に原著のこの箇所から組織の名称をあげる。番号を付けて並べ
ると
① “Greeks”  
② “Romnists”     
③ “Church Missionary Society 1）” 




















同会はきっと大きな勢いを得るだろう。（完 3 − 31 〜 32）
ここの「ローマ・カトリック」は原著で “Romish” である。カトリック教会



































修道女 3 名 2）はシャルトル聖パウロ修道女会から派遣されていた。
１．２　バードは函館ではニコライを見かけてはいない 































はない。函館教会のアナトーリイはその年の 7 月に 5 人の日本人司祭・輔












































的で聡明な（原著 “very energetic and intelligent”）日本人の伝道助手がいる」
















































































































1875（明治 8）年 7 月で、この時はカムチャッカ主教パウェルを函館に迎
え、澤辺琢磨を叙聖してもらうための立ち会いであった。二回目は 1882（明
治 15）年 8 月の巡回である。これはデニングが英国の本部に召喚される数
か月前のことである。




































































３．函館および周辺の宣教状況                                

















なかった。英国の宣教本部から見れば函館に男性宣教師が 2 人、神学生が 1



























































































































































































西部地区を離れて大野村に移り住んだのには、そのような理由がある。   
デニングが賜暇休暇で帰国したのは､ 大野村の講義所開所の半年後 1877














































バードが「外国の女性が［バードを含めて］三人（完 3 − 33［　］内は訳
者による補記）」としか記述していないのは、ヴィクトリアの名前だけを出
して、もう一方の女性の名前を隠すことはできないからである。                                     
帰路は彼女らの乗馬技術が低いため､ 難渋したとバードは記している。片


































た。本部の人々は 1880（明治 13）年にマレー社から出版されたバードの 





















１）英国聖公会宣教協会。CMS。当時の正式名称は Church Missionary 






































10）バードは「25 マイル［40 キロ］（完 3 − 34）」と記しているが、これ
は往復の距離である。






























大 野 文 化 財 保 護 研 究 会 リ ー フ レ ッ ト http://iruka.g.dgdg.jp/bunpoken/






















　　　　　　中村健之介監修  2007『宣教師ニコライの全日記』第 4 巻、






























『七一雑報』6 巻 51 号［1881］1988  明治 14 年 2 月 23 日 不二出版
『七一雑報』7 巻 25 号［1882］1988  明治 15 年 6 月 23 日 不二出版
Bird, Isabella L.　1880 “Unbeaten Tracks in Japan: An Account of Travels in 
the Interior Including Visits to the Aborigines of Yezo and the Shrines 












前稿「函館とイザベラ・バード（3）」p.181  5 行目   誤「胆振」→　 正「日高」
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